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東大寺絵画調査は， 9月 8臼よりはじめて調査回数はすでに23回を数え， 乙れまで約100（刊こ

の調資を行ない， それは全体の約 6剖lζ当っている。 なお東大寺絵画は先に南都仏教絵画の研

究の一環として， 昭和46年3月当研究室が「東大寺絵画調査目録Jを作成し， 一通りのリスト

アップが完了している。 それに沿って訂－細な調査を行ない各作品の訓告：を作成し， 京大寺lζ残

る絵画の全貌を明らかにしようとするものである。

とれまで調査を行なった作品のうち， 今回乙ζに紹介する「普財童子絵巻J 1栓は， 医｜宝に

指定されている東大寺政菩財宣子絵巻（奈良国立博物館寄託， 以下国宝本〕及び， 巷聞に流出した

その断簡を含めたものの枝写本である。 断的として切断される以前の全段そろっていたもとの

姿を伝える点で口重な資料といえる。

原本lζ当る普J村童子絵巻は別名筆J政五十五所絵巻とも呼ばれ，ぎj！厳経入法界品ICt占づいてお

り， 問中の色紙J巳lζ；！：
＝・かれた讃文は北宋揚傑の「入法界品讃」から採用している。 普M童子は

文殊菩躍の勧めに従い54人の普知識を訪ね， 最後に普賢菩薩の下で大衆の行願を得るというも

のである。 全段55段lζ各干g知識を歴訪する普財·m子が拙かれている。 爽やかな淡影の彩色と軽

やかな筆致による消純で親しみやすい岡市がくり展げられ， その不思議な魅力で多くの人に感

銘を与えている。 そのうち京大寺国宝本は， 途中第22段から第31段までを欠き， 叉巻末の第48

段から第55段までを失っている。 すなわちζの部分は断附として諸家に分服され， 第22段から

第31段までは隊凶美術館， 第48殴， 49段は上野家， 第50段から第53段は友問家， 第54, 55段は

東京同J／.博物館にある。

この校：写本は紙本淡彩で， 縦29.7cm， 繊26～27cmの料紙72紙を継いだーどきの巻子本である。

原本と同大であるが， 紙のt'li巾が原本lζ比ぺ小さく， 紙調tは異なる箇所lζ当っている。 全段55

段を完備しており，l原本と同様各段のl玄切りはなく， 色紙｝巴1-1·1

の議文を伴った各場而が／I的次拙かれる。 巻頭第l紙右下l判｛ζ朱

円印を有する以外lζ落；訟・印主主はない。必�写された11.1 JDJは後述

する状況から19］治20年頃と推定される。 淡�Hの輪郭線はなかな

か巧みな線で原本をJよl実lζ写し取り， しかも怨！と勢があってfl

：写の際にしばしば見られる準の渋滞は少ない。 賦彩も版本のも

つ明度の高い淡彩の美しさをよく伝えている。 朱・丹・白lffな

どは原本の色調｛ζ合せ， 乙とに衣の挫の限取りなども正しく表

わしている。 19］るい絞を施し， Jユつj京本｛ζ凡られる顔料の｛f:ili在

した緑青焼けの状態もよく表わして， 原本のもつ爽やかな色彩

を写そうとしたことがわかる。 又黄色は原本では恐らく下に白'i!(,j材童子商｛象
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色顔料を塗り， 上から有機質のn事貰をかけたもので，現在はやや貰かっ色を，：：：：びているが， 校

写本ではその変色した色をよく現わしている。 色紙j仰ζは原本と同じi讃文を��：：・込んでいるが，

l原本の持つはみ出すばかりの力強いこ；l：：休ではない。 原本を忠実にEつ的l1Yi:（乙伝えたこの岐本の

筆者はIYjらかではないが，ζの岐本とほぼ同じ頃にいくつかの絵巻のすぐれた校写がつくられ

たようで，H寺々巷間lと散見することがある。

乙の校本によっていくつかの事実が確認できる。 まず国主＊では第一段文殊g,c薩指南の段か

ら始まっているが，助的！の讃 F羽では冒頭！日批盛雄JRSJ1.11＊讃があり，それに対応する絵が以初に

あったかとも考えられていたが，松本は国宝本と同様であり，当初jから眺』Rlllli孤立IJ米の段はti'i'i

かれてなかったと解される。 更に国宝木の第21段は，それに続く第22段から第31段までが藤Ill

美術館lζ流出したため，第32段と直接継ながっているが，その継目を利｜工するため，第32段の

普JIJm子の郎分を切り取り，第21段の＊＇ζHJ；布している。 そのような断的切断時の改変が乙の

松本！ζよって耐：認される。

問主木については従米より京大ミケにおける伝来など一切りjらかならず， 明治の碩学W，川j,'j��i

をして「此絵巻ノミ独リ世ニ埋没シテアリシハ不様ナリ」crnrt1l-:176号19］治3811三1 n ただし執情17.

19］治24if-）とl出ぜしめたほどである。 そしてその後何H寺如何なる平-ti'；で断的として先i<l5の郊分

が流出したかもIYJらかで‘

はなかったが，この校本lζよってその一端を知ることができる。1(1111

孜氏によって「ただ明治20ij三国lζ松写の九lζ寺外に搬山され，そのう己全な岐本と入れ祁が幸lζ

辺納されたことが9-flられている」Ui'i'附180号11{1 有ll8年11)3)と伝えられ， 乙の脱水がそれに当た

ると解される。 しかもこのH寺Nfrr,1'jが切断されたととを示唆しており， 校写はそれを1)1j:I];'.とし

て行なわれたのであろう。 ；1c1家lζ向1t1txする悲しむべき辿�を前lζζのfl本が作られたといえよ

う。 以上普JIHii子絵巻の松本の制介とli'(ti認された問題点を略述した。

乙の他京大苛ーには苔Jl,l':rii子関係のもので，おj本省：色普jぽ.w：子図 1帆がある。 合掌してl民をか

がめた， 普知識を庇�jする時の普M益子の盗をNi'iいた身i��I像で‘ ある。 普Jl,:l'ii'i:子は54人の義知

識をJft:lf}jする図や，そのー脇田であるtillliと洛山lζ矧 ＇

！＇.＼＂菩躍と対座する悶としても怖かれ，又波

海文?i:J；を先導する並子としても表わされる。 しかし木図の]J.1晴l)J.3リ1 f象の辿例は�五めてまれであ

る。 文献上では三主絵詞lζいう法務寺花般会の造｛象が著名である。 またl珂:r1，；のJ；手｝9f.（乙よって東

大寺で普知識供が行なわれたζとが知られており，凝然の所述苫目lj.1 lζ菩j対話子前式一巻が見

えている。 又後｜止の記録ではあるが京大寺年中行事記字保111i1：寺とiJJ1lti必目録「11 lζ苔ME子の木

像が記録されている。 本図もそのような告知識Dt K用いられたものであろうか。 くせの11'!llい揃

紘とH芦怨色を主とする宜上メな彩色であり，又羽衣lζは金泥によってJ;.!f]字決；，開花女；などが施さ

れ，かの絵巻lと制lかれた章子とは対夜Ji的なl'J:風を示している。 むしろ町民間とされる楊柳矧首

図lζ怖かれた普Mfi:t子の倣容や表現が本図と相通ずるとζろがある。 よって表引上の特色や日

毘仏阿との関係を考えても本図の製作は南北朝l時代を遡りえないと思われる。 なお本調査には

大和文務自1林i佳氏の協力を得ている。 （百柿 i列車10
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